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第５節 県民の受療動向  

 

１  一日平均受療率  

本県の人口 10 万人当たりの一日平均の受療率は、全国平均を大きく上回って

います。入院患者の受療率は 2,208 人で、全国平均 1,068 人の約２倍、外来患者

の受療率も 6,291 人で全国平均 5,784 人を上回っています。 

 

（図表 2-21）人口 10 万人当たりの受療率（入院）の推移 

 

 

 

 

  

 

                      

 

 

  出典：平成 23 年患者調査（厚生労働省）  
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全国  高知県  

（図表 2-22）人口 10 万人当たりの性別・年齢別受療率（入院）  

出典 :平成 23 年高知県患者動態調査  

＊年齢不詳除く  

（人）  

（人）  
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（図表 2-23）人口 10 万人当たりの受療率（外来）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

出典：平成 23 年患者調査（厚生労働省）  
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高知県  

全国  

出典 :平成 23 年高知県患者動態調査  

＊年齢不詳除く  

（図表 2-24）人口 10 万人当たりの性別・年齢別受療率（外来）  

（人）  

（人）  
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２  平均在院日数  

平成 23 年の病院の平均在院日数は、「全病床（介護療養病床含む）」は 52.2 日

で、全国平均の 32.0 日を大きく上回り、全国第１位となっています。 

病床別にみると、「一般病床」では 23.4 日と、全国平均の 17.9 日を上回って 

おり、「精神病床」では 244.7 日と全国平均の 298.1 日を大きく下回っています。

また、「療養病床（介護療養病床含む）」では 208.6 日と全国平均の 175.1 日を大

きく上回っています。 

    

   （図表 2-25）病院の全病床の平均在院日数の推移 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

（図表 2-26）病院の病床別の平均在院日数の推移  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

                          出典：病院報告（厚生労働省）   
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全国  

高知県  
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精神病床  

結核病床  
一般病床  感染症病床  

出典：病院報告（厚生労働省）  

(日 ) 
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2.3%

0.0%

5.5%

5.2%

8.2%

4.9%

6.3%

8.9%

22.4%

21.1%

4.0%

4.9%

5.3%

5.5%

5.6%

5.6%

6.3%

7.5%

19.8%

21.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

損傷、中毒及びその他の外因の影響

眼及び付属器の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

消化器系の疾患

精神及び行動の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

呼吸器系の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

循環器系の疾患

平成２３年

平成１７年

３  外来患者の受療動向  

（１）受療原因別の外来患者数 

平成 23 年に県が実施した調査では、当日（９月 16 日）に県内の医療機関を外

来で受療した患者は、43,812 人（平成 17 年の同調査 46,029 人）となっています。  

疾患別にみると、高血圧などの「循環器系の疾患」が 21.8％と最も多く、次い

で、脊柱障害などの「筋骨格系及び結合組織の疾患」19.8％、急性上気道感染症

などの「呼吸器系の疾患」7.5％となっています。 

 

（図表 2-27）受療原因の上位 10 位（外来）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

                    
出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

  

 

 （図表 2-28）年齢階層別にみた受療原因の上位３位（外来） 

年齢階層  第１位 第２位 第３位 

0～14 歳 呼吸器系の疾患  皮膚及び皮下組織の疾患  耳及び乳様突起の疾患  

15～24 歳 皮膚及び皮下組織の疾患  呼吸器系の疾患  精神及び行動の障害  

25～44 歳 精神及び行動の障害  呼吸器系の疾患  筋骨格系及び結合組織の疾患  

45～64 歳 循環器系の疾患  
筋骨格系及び  

結合組織の疾患  
内分泌、栄養及び代謝疾患  

65 歳以上 循環器系の疾患  
筋骨格系及び  

結合組織の疾患  
内分泌、栄養及び代謝疾患  

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

 

 

 H17不詳 
 

H17不詳 

（高血圧など）  

（脊柱障害など）  

（急性上気道感染症など）  

（糖尿病など）  

（統合失調症など）  

（胃炎など）  

（糸球体疾患など）  

（皮膚炎など）  

（結膜炎など）  

（膝関節症など） 
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【中央】  

【幡多】  

21.1% 
(14.4%） 

自圏内 
99.6% 

(99.6%) 

17.2% 
(13.5%） 

3.0% 
(1.8%） 

自圏内 
81.9% 

(85.9%) 

自圏内 
75.4% 

(82.8%) 

自圏内 
95.9% 

(97.2%) 

【高幡】  

【安芸】 

【中央】 

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
99.5% 

(99.5%) 

自圏内 
92.6% 

(92.5%) 

自圏内 
87.5% 

(90.6%) 

自圏内 
98.2% 

(98.8%) 

7.2% 
(7.0%) 1.1% 

(0.5%) 

 

7.6% 
(5.7%) 

（２）圏域別の受療動向 

中央圏域と幡多圏域では、ほぼすべての患者が、在住する圏域で受療していま

すが、安芸圏域では 17.2％、高幡圏域では 21.1％の患者が中央圏域で受療して

います。 

（図表 2-29）外来患者の受療動向（全診療科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：平成 23 年高知県患者動態調査                                                                                                                               

括弧内は平成 17 年調査 

 

（３）診療科目別の受療動向  

ア 内科 

各圏域とも、圏域外での受療は少なく、ほぼ在住する圏域内で受療していま

す。 

（図表 2-30）外来患者の受療動向（内科） 

 

                        

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査 

  

外来患者数（全診療科） 

県  計 幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

43,521 

（46,029）  

4,439 

（4,936）  

3,459

（3,932）  

31,722 

（32,806）  

3,901 

（4,355）  

外来患者数 (内科） 

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

14,389 

(17,119) 

1,757 

(2,124) 

1,582 

(2,088) 

9,401 

(10,848) 

1,649 

(2,059) 
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【幡多】  

【安芸】  

【高幡】 

自圏内 
99.8% 

(99.8%) 

自圏内 
63.0% 

(70.7%) 

自圏内 
66.0% 

(68.5%) 

自圏内 
96.2% 

(86.0%) 

36.1% 
(27.1%) 

34.0% 
(31.5%) 

【中央】 

【中央】 

【幡多】  

【安芸】  【高幡】  

自圏内 
99.3% 

(99.9%) 

自圏内 
70.3% 

(75.0%) 

自圏内 
71.0% 

(83.3%) 

自圏内 
97.6% 

(97.6%) 

29.7% 
(23.9%) 

2.4% 
(1.8%) 

 

26.2% 
(15.8%) 

2.3% 
(12.3%) 

イ 脳神経外科 

安芸圏域では 36.1％、高幡圏域では 34.0％の患者が中央圏域で受療してい

ます。また、中央圏域と幡多圏域では、ほぼ在住する圏域内で受療しています。 

 

（図表 2-31）外来患者の受療動向（脳神経外科）  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査 

        

ウ 小児科 

安芸圏域では 29.7％、高幡圏域では 26.2％の患者が中央圏域で受療してお

り、平成 17 年と比較すると、その傾向が進んでいます。 

（図表 2-32）外来患者の受療動向（小児科） 

                        

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

     出典：平成 23 年高知県患者動態調査                                                    

                括弧内は平成 17 年調査  

 

   外来患者数（脳神経外科） 

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

1,222 

(1,564) 

131 

(57) 

94 

(92) 

889 

(1,275) 

108 

(140) 

 外来患者数（小児科）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

1,695 

(1,622) 

124 

(169) 

107 

(114) 

1,363 

(1,247) 

101 

(92) 
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【中央】  

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
99.0% 

(99.2%) 

自圏内 
50.9% 

(51.4%) 

自圏内 
4.5% 

(56.1%) 

自圏内 
94.4% 

(93.4%) 

49.1% 
(45.9%) 

2.8% 
(3.3%) 

 

90.9% 
(43.9%) 

エ 産科・産婦人科 

安芸圏域では 49.1％、高幡圏域では 90.9％の患者が中央圏域で受療してお

り、平成 17 年と比較すると、高幡圏域の患者が中央圏域で受療する傾向が進

んでいます。これは、高幡圏域内で唯一の産婦人科を標榜する医療機関が、平

成 21 年 12 月から分娩の取扱いを休止したことが影響していると考えられます。 

 

 

（図表 2-33）外来患者の受療動向（産科・産婦人科） 

 

                        

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 
出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

               括弧内は平成 17年調査                     

 

 

４  入院患者の受療動向  

（１）受療原因別の入院患者数 

平成 23 年に県が実施した調査では、当日（９月 16 日）に県内の医療機関にお

いて入院中（当日入院した者を含む）の患者は、16,929 人（平成 17 年の同調査 17,774

人）となっています。 

疾患別にみると、脳梗塞などの「循環器系の疾患」が 27.9％、統合失調症など 

の「精神及び行動の障害」21.8％、骨折などの「損傷、中毒及びその他の外因の

影響」8.1％となっています。 

また、年齢別にみると「精神及び行動の障害」が、15 歳から 64 歳までの受療 

原因の第１位、65 歳以上においても第２位となっています。 

 

 

 

     外来患者数（産科・産婦人科） 

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

642 

(649) 

72 

(61) 

22 

(41) 

495 

(510) 

53 

(37) 
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12.9%

3.5%

4.6%

3.3%

4.7%

4.8%

13.0%

2.0%

23.2%

30.0%

8.6%

3.6%

3.9%

4.8%

7.1%

7.1%

7.1%

8.1%

21.8%

27.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

その他

腎尿路生殖器系の疾患

消化器系の疾患

神経系の疾患

呼吸器系の疾患

新生物（悪性新生物）

筋骨格系及び結合組織の疾患

損傷、中毒及びその他の外因の影響

精神及び行動の障害

循環器系の疾患

平成２３年

平成１７年

（図表 2-34）受療原因の上位 10 位（入院） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 2-35）年齢階層別にみた受療原因の上位３位（入院） 

 

第１位 第２位 第３位 

0～14 歳 呼吸器系の疾患  神経系の疾患  
筋骨格系及び結合組織、  

皮膚及び皮下組織の疾患  

15～24 歳 精神及び行動の障害  
筋骨格系及び  

結合組織の疾患  
神経系の疾患  

25～44 歳 精神及び行動の障害  新生物（悪性新生物）  
筋骨格系及び  

結合組織の疾患  

45～64 歳 精神及び行動の障害  循環器系の疾患  新生物（悪性新生物）  

65 歳以上 循環器系の疾患  精神及び行動の障害  呼吸器系の疾患  

出典：平成 23 年高知県患者動態調査 

 

 

 

 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

（脳梗塞など）  

（椎間板ﾍﾙ ﾆ ｱなど） 

（肺炎など） 

（パーキンソン病など） 

（統合失調症など）  

（虫垂炎など） 

（糸球体疾患など） 

（前立腺がんなど）  

（骨折など）  
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【中央】  

【高幡】 
【安芸】  

36.3% 
(37.9%）  

自圏内 
98.6% 

(98.5%) 

43.0% 
(40.0%）  

8.9% 
(5.7%） 

自圏内 
56.3% 

(59.4%) 
自圏内 
61.7% 

(59.7%) 

自圏内 
89.1% 

(88.6%) 

【中央】  

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
99.6% 

(99.4%) 

自圏内 
59.2% 

(57.9%) 

自圏内 
75.5% 

(77.9%) 

自圏内 
95.8% 

(93.9%) 

40.0% 
(41.2%) 

2.8% 
(4.6%) 

 

22.8% 
(20.0%) 

（２）圏域別の受療動向 

安芸圏域では 43.0％、高幡圏域では 36.3％の患者が中央圏域で受療していま

す。 

（図表 2-36）入院患者の受療動向（全診療科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

        

 

（３）診療科目別の受療動向  

ア 内科 

中央圏域と幡多圏域では、ほぼ在住する圏域で受療していますが、安芸圏域

では 40.0％、高幡圏域では 22.8％の患者が中央圏域で受療しています。 

 

（図表 2-37）入院患者の受療動向（内科） 

 

                        

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

入院患者数（全診療科）  

県  計 幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

16,682 

（17,774）  

1,880 

（2,118）  

1,360 

（1,441）  

12,134 

（12,711）  

1,308 

（1,504）  

入院患者数（内科）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

6,814 

(7,150) 

828 

(890) 

539 

(566) 

4,984 

(5,209) 

463 

(485) 

【幡多】  

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  
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【幡多】  

【安芸】  【高幡】 

自圏内 
100.0% 

(100.0%) 

自圏内 
46.9% 

(65.3%) 

自圏内 
54.9% 

(50.0%) 

自圏内 
88.4% 

(88.3%) 

53.1% 
(34.7%) 

8.1% 
(7.8%) 

45.1% 
(46.3%) 

【中央】 

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
100.0% 
(98.9%) 

自圏内 
0.0% 

(10.9%) 

自圏内 
0.0% 

(0.0%) 

自圏内 
66.7% 

(59.5%) 

100.0% 
(89.1%) 

33.3% 
(40.5%) 

 

100.0% 
(100.0%) 

【中央】 

イ 脳神経外科  

安芸圏域では 53.1％、高幡圏域では 45.1％の患者が中央圏域で受療してい

ます。これは、脳卒中の重篤な患者を診療できる医療機関が、中央圏域に７か

所と幡多圏域に１か所となっていることが影響していると考えられます。 

 

（図表 2-38）入院患者の受療動向（脳神経外科） 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 小児科  

高幡圏域には小児科の入院機関がないことから、中央圏域での受療は 100％

となっています。また、安芸圏域においても中央圏域での受療が 100％となっ

ています。 

（図表 2-39）入院患者の受療動向（小児科） 

 

                        

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

入院患者数（脳神経外科） 

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

656 

(785) 

86 

(77) 

71 

(54) 

450 

(582) 

49 

(72) 

入院患者数（小児科）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

234 

(372) 

18 

(37) 

4 

(24) 

205 

(265) 

7 

(46) 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  
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【中央】 

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
100.0% 
(97.0%) 

自圏内 
11.1% 

(14.3%) 

自圏内 
 0.0% 

(40.0%) 

自圏内 
50.0% 

(78.8%) 

88.9% 
(85.7%) 

50.0% 
(18.1%) 

 

100.0% 
(55.0%) 

エ 産科・産婦人科 

安芸圏域で 88.9％、幡多圏域では 50.0％の患者が中央圏域で受療していま

す。また、高幡圏域においては、産科・産婦人科の入院施設がないことから 100

％の患者が中央圏域で受療しています。 

なお、高幡圏域で居住する妊婦の分娩については、居住地区によって、一部

は幡多圏域及び愛媛県での受療の動きはあるものの、多くは中央圏域で受療し

ていると考えられます。 

 

（図表 2-40）入院患者の受療動向（産科・産婦人科） 

 

                        

 

 

  

 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院患者数（産科・産婦人科）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

177 

(235) 

4 

(33) 

8 

(20) 

147 

(168) 

18 

(14) 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  
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【中央】 

【幡多】  

【安芸】  

【高幡】  

自圏内 
99.8% 

(99.6%) 

自圏内 
47.2% 

(50.6%) 自圏内 
51.6% 

(51.3%) 

自圏内 
80.3% 

(79.5%) 

51.4% 
(48.1%) 16.5% 

(17.7%) 

45.7% 
(45.6%) 

【中央】 

【幡多】  

【安芸】  
【高幡】  

自圏内 
99.7% 

(99.5%) 

自圏内 
51.9% 

(46.9%) 
自圏内 
77.7% 

(74.6%) 

自圏内 
96.3% 

(96.0%) 

48.1% 
(52.8%) 

3.2% 
(2.8%) 

 

21.7% 
(24.1%) 

（４）病床別の患者の受療動向  

患者の受療動向を病床別に見ると、一般病床では、安芸圏域 51.4％、高幡圏域

45.7％、幡多圏域 16.5％の患者が中央圏域で受療しています。これは、専門医が

中央圏域へ集中しているためと考えられます。 

また、療養病床では、安芸圏域 48.1％、高幡圏域 21.7％の患者が中央圏域で

受療しています。 

 （図表 2-41）一般病床の受療動向  

   

                        

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 （図表 2-42）療養病床の受療動向 

                           

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

入院患者数（一般病床）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

7,154 

(5,857) 

711 

(674) 

580 

(542) 

5,229 

(4,022) 

634 

(619) 

入院患者数（療養病床）  

 県  計  幡 多 高 幡 中 央 安 芸 

6,456 

(7,534) 

855 

(989) 

507 

(523) 

4,728 

(5,651) 

366 

(371) 

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  

出典：平成 23 年高知県患者動態調査  

括弧内は平成 17 年調査  


